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平成１８年度こどもホタレンジャーの表彰について 

１．受賞団体 

 平成18年７月10日～平成19年 1月20日の間、募集を行い、全国から31団体（小学校の部20団体、

中学校の部 4 団体、団体の部 7 団体）の応募がありました。審査委員会※の審査結果を踏まえ、以下の

とおり、環境大臣賞2団体、優秀賞3団体を決定しました。 

 ○環境大臣賞 小学校の部  いわき市立高野
こうや

小学校 ４年生（福島県） 

         中学校の部  広川町立津木
つ ぎ

中学校 総合学習ゲンジボタル研究班 （和歌山県） 

 ○優 秀 賞 小学校の部  上田市立清明
せいめい

小学校 メニースターボタル （長野県） 

〃    三次市立田
た

幸
こう

小学校 ポプラ探検隊 （広島県） 

               団体の部   堂々
どうどう

川
がわ

ホタル同好会 （広島県） 

【受賞団体の審査概要】 

◎環境大臣賞 小学校の部  

いわき市立高野小学校（福島県、２０人、小学４年生） 

水辺や水辺林・里山から土壌まで幅広い関心を持ち、腐葉土による浄化能力実験など、様々な調査をす

ることで疑問を自ら解き明かそうという姿勢や、水環境が自然下でどのように保全されているかを理解

する活動がすばらしいと評価されました。 

◎環境大臣賞 中学校の部  

広川町立津木中学校 総合学習ゲンジボタル研究班（和歌山県、２０人、中学１年生～中学３年生） 

ホタルの習性である発光パターンが、ホタルのコミュニケーションにどう利用されているかと、光害（ひ

かりがい）の影響についての研究、ホタルの生息に適した水環境調査が高く評価されました。 

◎優秀賞 小学校の部  

上田市立清明小学校 メニースターボタル（長野県、３４人、小学校５年生） 

地域の行政と連携して近自然工法の水制工を学び、工事に伴う「生物救出大作戦」を実施したこと、河

川の水質や流れ方と、カワニナの量的変化の関係を発見したことなど、テーマを決めて活動したことが

高く評価されました。 

◎優秀賞 小学校の部  

三次市立田幸小学校 ポプラ探検隊（広島県、１３人、小学４年生） 

地域住民や保護者の協力を得て、困難なホタルの個体数調査を実施したことや活動の成果を「ホタルピ

カピカロード」宣言として、水質保全を地域住民に呼びかけたこと、また自分たちで作成した下水ろ過

用竹炭を販売し、今後の水環境保全活動資金に充てる試みなどが高く評価されました。 

◎優秀賞 団体の部 

堂々川ホタル同好会（広島県、６人、小学１年生～小学６年生） 

堂々川砂どめを利用したビオトープ作り、ほたる鑑賞会における光害（車のライト）防止活動など、自

主的な活動が地域に溶け込んでおり、活かされている。活動のバランスがとれており、成果を上げてい

る点が高く評価されました。 
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２．表彰式・活動報告会 

 平成19年3月29日（木）13時 30分より、環境省第1会議室（中央合同庁舎５号館22階）において、

環境大臣賞及び優秀賞の表彰式及び活動報告会を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こどもたちが元気いっぱいに活動報告を行いました。 

     
 

 

 

 

 

 

いわき市立高野
こうや

小学校           広川町立津木
つ ぎ

中学校（和歌山県） 

 

 

 

 

 

 

上田市立清明
せいめい

小学校（長野県）        三次市立田
た

幸
こう

小学校（長野県） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 堂々
どうどう

川
かわ

ホタル同好会（広島県） 

受賞団体の活動レポートは、ホームページに掲載しております。 
（http://www.env.go.jp/water/info/hotaranger.html） 


